







Implications of the Schumacher College case for “Value-Driven” ESD 




HESD (Higher Education for Sustainable Development) has been highlighted and promoted since 
the DESD was adopted by the UN General Assembly in 2002. While potential ESD practices of 
have now started, there remain many challenges. To deal with the multifarious situations of modern 
society, it is necessary for us to have comprehensive, holistic wisdom such as participatory ap-
proach, and to propose an alternative way for higher education to achieve that.  
Therefore, in this study, one innovative case of higher education is examined, that of Schumacher 
College in Dartington, near Totnes in England. This case shows how higher education can practice 
sustainability. Schumacher College provides not only an interdisciplinary program including sus-
tainability, but also shows us a way of organization which realizes sustainability.  
To examine practices in Japanese higher educational institutions, research by Dr. M. Sato is re-
ferred to, in which he used the 11 ESD components in the Baltic University Programme (BUP) 
framework, and analyzed the reports and websites of each university in terms of the Good Practices 
designated by the Ministry Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), in order 
to research Japanese ESD practices. His results show the characteristics of ESD practices in 
Japanese higher educational institutions. Those characteristics are compared with the ESD char-
acteristics showed in the Framework for the UNDESD International Implementation Scheme (2006), 
and areas of challenge were noted. Those were not cleared “value-driven” and “cultural dimen-
sion” that three dimensions of society, economy and environment are based on. 
Finally, challenges related to the ESD framework in Japanese higher education were considered 
from the point of the cultural aspects of ESD showed in the Framework for the UNDESD Interna-












ための教育（Education for Sustainable Development：以下、ESD）が重要であると説かれ、2002 年の














佐藤と菊池は文部科学省の現代 GP から日本の高等教育機関における ESD の実践について、バル
ト海大学プログラム（Baltic University Programme）で開発された「持続可能な開発のための学びに


















ー・カレッジ Schumacher College を一例として挙げ、国内における高等教育機関で実施される ESD
では弱い「内的なもの」、つまり価値を変容させる教育実践を整理し、シューマッハー・カレッジの
設立者の一人であるサティシュ・クマール氏への聞き取り調査から得た価値中心の教育についての
「価値中心」の ESD の実践にむけたシューマッハー・カレッジからの示唆 
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想を基盤にした学校、ダーティントン・ホール・スクール Dartington Hall School である。ダーティ
ントンの町の教育活動を導いたダーティントン・ホール財団の設立者であり理事であったレオナル










クマール Satish Kumar を中心にして、シューマッハー・カレッジの設立のために実践家や研究者ら
が集められた。全体性 wholeness を基盤にしたカリキュラム開発がなされ、学習と教授は、研究分


















エコ ECO のギリシャ語の語源は「home 家」、住む場所を表す OIKOS（オイコス）である。エコ












見られない。また、1960 年代から 70 年代に唱えられたニューエイジ思想の「身体（Body）、心（Mind）、
霊性（Spirit）」には社会的かつエコロジカルな側面が表されていない。そこでクマールが提唱した
のは 3S である。3S は人間の活動の全体性を表現しており、調和の取れた社会のあり方であると述











・第 1 回調査：2010 年 9 月 21 日 
シューマッハー・カレッジの見学を兼ねてカレッジを訪問し、サティシュ・クマール氏より聞
き取り調査を行った。 
・第 2 回調査：2010 年 11 月 28 日 












































２．国内における高等教育における ESD の実践への示唆 
 シューマッハー・カレッジのサステナビリティの特徴として、先に取り上げた「生活」、「価値」、





























































表 1 サステナビリティの課題への段階的な学びの対応 
段階 対応の種類 結果として起こる変化 学習の種類 
1 反応なし 変化なし 否定/無視（学びがない） 
2 適応 見せかけの緑化 適応 
3 改革 本格的な改革 批判的な反省的適応 



























































「価値中心」の ESD の実践にむけたシューマッハー・カレッジからの示唆 
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る学生には経済的知的側面から、まだ閉ざされていると言える。18 歳から 25 歳程度が多数派を占
め、何百人、何千人という学生数をもち、その中には障害や精神的な問題を抱えるマイノリティの
学生もいるメインストリームの高等教育機関へ汎用するには確かに限界がある。 












観からの転換：「持続可能な開発」の視点から」『聖心女子大学大学院論集』第 32 巻 2 号（通巻 39 号）聖心女子大学、
pp.97-113。 
２）クマールはガンディの非暴力―自然への非暴力、自分自身への非暴力、他者への非暴力―の思想をもとに 3S を生み
出した（参考：Kumar, Satish. “Study at Schumacher College.” Preface in Philip, Anne. Holistic Education: Learning from 
Schumacher College. Green Books. 2008. p.18.）。 
３）インド共和国ウッタルアーカンド州デラドゥン市郊外にある生物多様性保護センター、ナヴダーニャ Navdanya の活動
の一つに教育活動があり、ビジャ・ビジャピース Bija Vidyapeeth はその一つである。本稿では紙幅の都合上、この教育
機関についての説明は割愛するが、次の URL から同活動については参照されたい（Navdanya. Bija Vidyapeeth. 
http://www.navdanya.org/earth-university）。 
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（受理日：平成 23 年３月 15 日） 
